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請負・派遣事業の健全な運営と労働者の雇用の安定、処遇の改善を目的に活動している（一
社）日本ＢＰＯ協会。製造現場にかかわる業界として安全衛生対策を最重要事項に掲げてい
る。本インタビューは清水竜一会長に安全衛生の現状や今後の取組みなどについてうかがっ
た。異業種から入職する労働者が多いため、「入り口でしっかり教育する」「派遣先との連携」
を進め、積極的に安全衛生活動に取り組んでいくとしている。　　　　　　　　　【編集部】

特 別 企 画

「入り口」で確実に教育を
　派遣先と連携し災害防止

――製造業の請負・派遣事業者として、

安全衛生対策の現状とそのなかで見られる

問題点はどんなところでしょうか。

清水　現場には製造業の経験がある人も

いますが、サービス業など他業種から転職

してきた人も多くいます。そういった人々

は、ものづくりに対する意識や認識が乏し

いのです。ひとたび労働災害が起きると、

重大になる傾向があります。安全の重要性

を頭では理解できていると思うのですけれ

ども、初めて製造業の現場に入った人には

意識や認識が足りていないと感じることが

あります。

他業種から入られた人は、どこに危険が

あるかが分からず、不安全行動を行いがち

です。分からないで行動しているので、管

理監督者や一緒に現場で働いている人が、

しっかりと注意しないと大きな災害につな

がる可能性があります。

――初めて製造業を経験する人には危険

がどこにあるか分からない…。

清水　最初にしっかりと危険な場所、不

安全な行動をしてはいけないと教えておく

ことが重要です。つい手や身体を入れたま

ま、装置を動かしてしまったということが

聞かれます。

また、派遣業の特徴は、労働者が派遣先

で仕事をしていることです。派遣先と派遣

元がしっかりと連携をとって災害防止に当

たることが大事なのです。

――労働災害を防止するため、協会では

どのような取組みを行われているのでしょ

　日本ＢＰＯ協会・清水竜一会長インタビュー
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うか。

清水　協会の職員が直接現場に行って指

導するわけにはいかないので、協会の会員

を通して推進しています。会員の人たちに、

各種の集合教育を受けていただいて、同じ

ような労働災害が起こらないようにスキル

アップを図っているところです。

また、教育の取組みの一環として、会

員のノウハウを集めた教材を多数作成して

います。生産現場での実務に役立つ品質管

理・生産管理の知識を一冊にまとめた「わ

かる！身につく！製造現場の基礎知識 50」

は、会員企業などの新入社員教育に活用さ

れています。そのなかの「安全衛生管理の

基礎知識」の章では、安全衛生管理の重要

性やさまざまな安全対策について紹介して

います。「実践！コンプライアンス」とい

う教材では、作業マニュアルの順守、５Ｓ

の徹底などについて分かりやすく解説して

います。

「労働災害事故事例集」も作成しており、

ベルトコンベヤーや台車使用時など物流現

場での作業事故事例について、発生原因や

防止対策をまとめています。また、災害事

例などは会員企業と共有するため、情報提

供を行っています。

――そのほかの取組みは？

清水　「製造請負なんでも相談室」を設

置して、請負事業者、発注者、派遣事業者、

スタッフなどからの質問に答えています。

例えば、社内の安全衛生の管理体制や外国

人労働者の対応などについて、豊富な知識

と経験を持った相談員が対応しています。

資格取得の支援として第一種衛生管理者

の合格対策講座を開講しています。講座で

は、協会が計画する研修のほか、会社単位

で実施する企業出張研修があります。

全国安全週間や全国労働衛生週間などに

合わせて各事業所でのポスター掲示など、

啓発活動を行っています。

　

――会長自身が安全衛生対策を推進する

うえで、一番重要としているのはどんな点
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一般社団法人日本ＢＰＯ協会（Japan Business Process Outsourcing and Staffing Association）…

製造請負、派遣事業者を中心とした団体。1989 年に任意団体として設立され、2000 年に社団法人

「日本生産技能労務協会」に。2021 年に名称を「日本ＢＰＯ協会」に変更。アウトソーシング全

般を対象として請負・派遣事業の適正、健全な運営と労働者の雇用の安定、処遇の向上を目的とし

た活動を行っている。会員企業数は 161 社（2023 年 4 月現在）。

でしょうか。

清水　異業種から入職してくる人が多い

ので、入り口でしっかりと教育していくこ

とが重要ですね。日常の現場のなかでも、

繰り返し伝えていく。各人のなかに、確実

に意識を浸透させることが、結果的に労災

の撲滅につながるのではないかと思いま

す。

意識を持っていないと、声掛け、パトロー

ルのときに意味が分からないということが

あります。入り口で手を抜かないことが非

常に重要です。

それと、われわれは特殊なビジネスモデ

ルといえまして、雇用は人材派遣会社、使

用は派遣先にある。われわれも安全衛生知

識を持って派遣先と話し合いながら、安全

衛生対策を進めていく必要があります。

　

――協会としては、どのようなお考えで

今後、安全衛生対策を進めていくのでしょ

うか。

清水　製造業は基本的に人手不足ですか

ら自動化、省人化に進んでいくと思われま

す。今までとは違った仕事となったときに、

安全衛生上のリスクが変化するのではない

かと考えられます。そうなったときに職場

で働く人たちも、もう一段スキルを高めな

ければなりません。

具体的には、現場では定常ではない業務

が増え、非定常作業のニーズが高まってい

ます。設備保全系の仕事では機械をバラし

たり、消耗品を取り替えたりしますが、こ

うしたメンテナンス作業に危険が多く潜ん

でいる。オペレーションが変化したときに、

どんな災害が考えられるのか、現場の進化

に合わせて取組みを強化させていく必要が

あります。

このため協会では、（独）高齢・障害・

求職者雇用支援機構のポリテクセンターと

連携をとりながら、教育カリキュラムの開

発に取り組んでいます。

世間では派遣という働き方は、長期勤務

のインセンティブが働かないといわれるの

ですけれども、こうした教育カリキュラム

などを整備することによって、長期定着に

つながっていくことが考えられます。長く

勤務することで、処遇が改善されるように

なれば、安全衛生の能力も向上する。結果

的には、労働災害の撲滅につながるのでは

ないかと私は考えています。


